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緊
急
寄
稿

大
震
災
か
ら
1
年
経
過

常
磐
橋
　

保
存
か
、撤
去
か
？

　

変
化
の
激
し
い
東
京
だ
が
、
東
京
に
は
明

治
期
に
架
設
さ
れ
た
石
造
ア
ー
チ
橋
が
３

橋
あ
る
。年
代
順
に
列
挙
す
る
と
、
常
磐
橋

（
明
治
10
年
）、
皇
居
正
門
石
橋
（
同
20
年
）、

日
本
橋（
同
44
年
）で
あ
る
。日
本
橋
は
国
の

重
要
文
化
財
、
皇
居
正
門
石
橋
は
宮
内
庁
管

理
、
常
磐
橋
は
常
盤
橋
門
跡
と
し
て
国
の
史

跡
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

た
だ
常
磐
橋
自
体
は
、
建
造
物
的
な
価
値

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。今
か
ら
30
年
ぐ
ら

い
前
、
常
磐
橋
は
な
ぜ
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
文
化
庁
に
聞
き

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
と
き
の
返
答

は
、
勾
欄（
こ
う
ら
ん
）が
当
初
の
も
の
で
な

い
、
お
よ
び
、
建
造
物
指
定（
重
要
文
化
財
）

と
遺
跡
指
定
（
史
跡
）
の
二
重
指
定
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。当
時
は

文
化
財
に
対
す
る
知
識
も
な
か
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
も
の
か
と
思
っ
た
が
、今
で
は
、そ

れ
な
ら
勾
欄
は
復
元
す
れ
ば
い
い
し
、
二
重

指
定
の
例
は
そ
の
後
│
文
化
庁
の
考
え
方

が
変
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
│
い
く
つ

か
の
事
例
を
見
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
京
の
明
治
初
期
架
設
の
石

造
ア
ー
チ
橋
に
つ
い
て
、「
材
料
の
石
材
は
、

見
附（
み
つ
け
※
１
）の
枡
型（
ま
す
が
た
※

２
）
の
石
垣
を
崩
し
て
用
い
ら
れ
た
」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。私
も
そ
れ
を
著
作
に
引
用

し
た
。た
だ
疑
問
が
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
常
盤
橋
門
跡
に
は
現
在
も
、
枡
型
の

石
垣
が
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
。そ
れ
ゆ
え
国

の
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。そ
れ
で
も
上
記
文
を

引
用
し
た
の
は
、
枡
型
が
完
全
に
は
残
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
石
造
ア
ー
チ
橋
に
用
い
る
分

だ
け
枡
形
を
崩
し
た
、
ま
た
は
、
他
の
見
附
を

崩
し
た
石
材
を
持
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
だ
。そ
う
考
え
る
と
、
枡
型
の
石
垣
の
一

部
が
残
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
つ
く
。私
は

今
ま
で
、こ
の
解
釈
を
披
露
す
る
機
会
に
巡
り

合
わ
な
か
っ
た
。

　

常
磐
橋
は
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
、か
な

り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。釣
舟
で
ア
ー
チ
の
下

を
通
る
と
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
石
組
み
の
ず
れ

が
さ
ら
に
広
が
り
、ア
ー
チ
石
が
下
に
飛
び
出

し
た
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。常
盤
橋
見
附
の

石
垣
は
、
は
ら
み
が
ひ
ど
か
っ
た
た
め
積
み
直

さ
れ
た
。

　

常
磐
橋
の
下
に
は
以
前
か
ら
ゲ
ー
ジ
が
と

り
つ
け
ら
れ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
大
震
災
の
影
響
に

つ
い
て
千
代
田
区
に
聞
い
て
み
た
。す
る
と
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
（
※
3
）
に
し
て
い
た
護
岸
石

垣
の
地
盤
も
橋
と
一
緒
に
動
き
、
計
測
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
だ
。区
は
あ
ら
た
め
て
調
査
を

し
、
そ
の
結
果
を
解
析
し
て
、
常
磐
橋
を
ど
う

す
る
か
を
検
討
す
る
と
い
う
。

　

保
存
を
前
提
と
し
た
調
査
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
未
決
の
よ
う
だ
。危
機

感
を
抱
く
地
元
の
人
も
い
る
。

（
２
０
１
２
年
６
月
12
日
）

※
１　

街
道
の
要
所
や
城
門
に
設
置
さ
れ
た
監
視
所
。

※
２　

城
門
前
に
設
け
ら
れ
た
四
角
形
の
広
場
。

※
３　

測
量
の
際
の
基
準
点
。

常
磐
橋
と
常
盤
見
附
石
垣（
上
流
側
）　
写
真
提
供
／
伊
東
孝

常
磐
橋
は
１
８
７
７（
明
治
10
）年
に
架
設
さ
れ
た
石
造
２
連
ア
ー
チ
橋
。

日
本
銀
行
本
店
前
の
日
本
橋
川
に
架
か
っ
て
い
る

4面　シンポジウム 日本の石橋を守る
6面　石橋と石橋をつなぐフットパス（井澤るり子）

2面　第33回大会 熊本・山都町で開催
5面　大加勢橋の移設・保存（末永 暢雄）

中面の案内

伊
東
　
孝

日
本
大
学
理
工
学
部
社
会
交
通
工
学
科
　
特
任
教
授

日
本
の
石
橋
を
守
る
会
東
京
都
会
員
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第33回大会開催

各
部
の
活
動
計
画
を
発
表

第
34
回
大
会
は
宮
崎
県
日
南
市

　  平成24年度（第33回）大会プログラム

4月21日（土）
◇開会前　神事　布田神社参拝
　※出席できる会員のみ
◇開会挨拶　実行委員長　浜田 浩二
◇会長挨拶　甲斐 利幸
◇来賓挨拶　熊本県上益城地域振興局
　　　　　　土木部長　高永 文法
◇通常総会
　議事　　　議長　本田 博士
　　※事業経過報告、決算・監査報告、事業計画、
　　予算案・承認、質疑応答など
◇前年度の部活動報告
◇シンポジウム「日本の石橋を守る」
　～どのように守り、どのように育てていくのか～
　　上塚 尚孝（進行役／事務局長）
　　高永 文法（上益城地域振興局土木部長）
　　増永 慎一郎（熊本県議会議員）
　　甲斐 利幸（会長）
　　下田 美鈴（会員）
◇記念写真撮影後、夕食および懇親会

4月22日（日）
◇各部企画委員会
　平成24年度の事業計画
　　※景観保護部、写真文芸部、調査研究部、
　　資料整理部、広報部、総務部
◇活動報告
　全国の石橋発見報告　贄田 岳和
　平山橋保護活動報告　河村　修
◇特別報告
　肥後種山石工技術継承講座
　スライドによる講座ダイジェスト
　受講者／藤原 孝史、本田 和幸、荒木 大人
◇受講者による石割り実演
　解説　竹部 光春（石工師匠）
　　※山都町・緑地広場にて
◇閉会

　33回目となった2012（平成 24) 年度大会が、去る4月21・22日、
熊本県上益城郡山都町の国民宿舎「通潤山荘」で開催され、全国から約
40人が参加した。同地での3年連続の開催となったが、その間に部が創
設され、各活動が行われるようになった。大会では各部の本年度活動計
画発表、シンポジウム、会員による活動報告、懇親会などが行われた。最
後は場所を同町の緑地広場に移し、昨年度、本会が主催した「肥後種山
石工技術継承講座」の受講者により、石割りの実演も披露された。

◇
総
務
部（
河
村　

修
・
部
長
）

　

昨
年
度
は
肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座

を
開
催
し
、６
人
の
技
術
者
養
成
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。本
年
度
も
こ
の
事
業
を
継
続
す

る
。そ
の
内
容
を
７
月
ま
で
に
確
定
す
る
予

定
。ま
た
、
会
の
企
画
運
営
の
あ
り
方
や
会
則

の
点
検
も
行
う
。

◇
景
観
保
護
部（
上
妻 

信
寛
・
副
部
長
）

　

文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め
、
機
会
を
と
ら

え
、
石
橋
の
魅
力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。石

橋
の
撤
去
が
検
討
さ
れ
る
前
に
、そ
の
価
値
の

高
さ
を
多
く
の
人
に
認
識
し
て
も
ら
う
活
動

に
努
め
る
。

◇
資
料
整
理
部（
贄
田 

岳
和
・
部
長
）

　

最
新
の
状
況
を
確
認
し
、日
本
の
め
が
ね
橋

一
覧
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
の
修
正
を
行
う
。

◇
広
報
部（
中
村
ま
さ
あ
き
・
部
長
）

　

大
会
写
真
集
発
行
、
会
報
81
号
を
7
月
ご

肥後種山石工技術伝承講座受講者による　石割り実演

ろ
、
82
号
を
来
年
３
月
ご
ろ
発
行
す
る
。加
え

て「
暫
定
」と
な
っ
て
い
た
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
独
自
ド
メ
イ
ン
を
取
得
し「
公
式
」

の
内
容
に
し
て
情
報
発
信
を
行
う
。

　

な
お
大
会
当
日
、
発
表
者
が
欠
席
だ
っ
た
た

め
、後
日
確
認
し
た
計
画
内
容
は
次
の
通
り
。

◇
写
真
文
芸
部（
石
原 

史
彦
・
部
長
）

　

石
橋
関
連
書
籍
の
充
実
を
図
る
。ま
た
、
石

橋
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
歌
の
募
集
を
行
う
。

◇
調
査
研
究
部（
中
村 

秀
樹
・
部
長
）

　

石
橋
補
修
等
の
事
例
調
査
を
行
い
、
石
橋
点

検
要
領（
案
）を
会
に
紹
介
す
る
。

会場は熊本・山都町

　

来
年
度
の
第
34
回
大
会
は
、
宮
崎
県
会
員

の
宮
田
隆
雄
・
重
雄
ご
兄
弟
の
協
力
に
よ
り
、

宮
崎
県
日
南
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
南
市
で
の
開
催
は
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年

以
来
と
な
る
。

第33回大会会場の様子（撮影／中村まさあき）

山都町の緑地広場での実演風景。左から4人目が
竹部師匠。奥は昨年、実習で架けた石造アーチ橋
（撮影／中村まさあき）

　竹部光春・石工師匠(講
座で実技指導）が、石の目
を見てチョークで矢穴の場
所をマーク。受講者がノミ
で矢穴を掘り、矢を穴に差
し込みゲンノウで数回た
たくと、甲高い金属音に似
た響きとともに見事、大き
な石が2つに割れ、参加者
から感動の声が上がった。

※敬称略
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全
国
の
石
橋
発
見
報
告

会
員　

贄
田 

岳
和（
宮
崎
県
）

写
真
・
デ
ー
タ
提
供
／
贄
田 

岳
和

　

贄
田
会
員
は
前
回
大
会
後
、鹿
児
島
・
宮
崎

県
で
新
た
に
11
の
石
造
ア
ー
チ
橋
を
発
見
。熊

本
県
で
１
橋
の
撤
去
、鹿
児
島
県
で
２
橋
の
撤

去
と
流
失
を
報
告
し
た
。

　
「
石
橋
ハ
ン
タ
ー
」と
し
て
、
こ
れ
ま
で
車
で

走
行
し
た
距
離
は
25
万
㌔
に
達
し
、石
橋
発
見

の
た
め
に
は
、橋
の
下
に
潜
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
。「
昨
年
度
は
鹿
児
島
で
10
橋
発

見
で
き
ま
し
た
の
で
、60
㌔
走
る
ご
と
に
１
橋

発
見
で
き
た
こ
と
に
な
り
、
効
率
的
で
し
た
」

と
贄
田
会
員
は
話
し
た
。発
見
の
他
、
会
員
な

ど
か
ら
の
情
報
を
基
に
確
認
し
た
石
造
ア
ー

チ
橋
10
橋
の
資
料
も
配
付
さ
れ
た
。

斜
橋
と
ね
じ
り
ま
ん
ぽ

会
員　

贄
田 

岳
和（
宮
崎
県
）

写
真
・
図
版
・
資
料
提
供
／
贄
田 

岳
和

　

石
材
や
レ
ン
ガ
を
使
っ
た
ア
ー
チ
橋
の
中
に

は
、珍
し
い
斜
橋
が
あ
る
。贄
田
会
員
は
、そ
の

斜
橋
の
輪
石
の
組
み
方
が
、２
通
り
あ
る
こ
と

を
報
告
し
た
。１
つ
は
通
常
の
ア
ー
チ
橋
と
同

様
に
輪
石
を
組
み
、斜
め
に
架
け
ら
れ
た
も
の

（
左
図
Ｂ
）。も
う
１
つ
は
路
面
の
進
行
方
向
に

対
し
輪
石
が
直
角
に
な
る
よ
う
、角
度
を
つ
け

て
組
ま
れ
た
も
の（
左
図
Ｃ
）。

　

後
者
の
ア
ー
チ
は
「
ね
じ
り
ま
ん
ぽ
」
と
呼

ば
れ
、
こ
の
タ
イ
プ
の
斜
橋
の
輪
石
は
、
布
積

み
で
も
リ
ブ
ア
ー
チ
で
も
な
く
、
ア
ー
チ
を
下

か
ら
見
る
と
、ね
じ
れ
た
よ
う
に
組
ま
れ
て
い

る
。大
会
で
は
、
福
岡
県
田
川
郡
香
春
町
の

J
R
日
田
彦
山
線「
欅
坂
橋
梁
」（
け
や
き
ざ
か

き
ょ
う
り
ょ
う
）な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
平
山
橋
」保
護
活
動
報
告

会
員　

河
村　

修（
熊
本
県
）

　

前
回
大
会
で
も
報
告
さ
れ
た
平
山
橋
撤
去

問
題
。昨
年
現
地
で
、石
橋
の
す
ぐ
上
流
側
に
、

幅
の
広
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
架
け
る
計
画

が
発
表
さ
れ
、下
流
側
の
数
軒
の
住
民
が
川
の

増
水
時
の
浸
水
被
害
の
危
険
を
訴
え
、石
橋
の

撤
去
を
要
求
し
て
い
た
。

　

平
山
橋
は
１
８
６
１
（
文
久
元
）
年
に
架
設

さ
れ
、
保
存
状
態
も
良
好
だ
っ
た
。本
会
は
地

域
の
区
長
を
は
じ
め
、平
山
橋
保
存
を
望
む
多

く
の
団
体
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
橋
を
移

設
・
保
存
す
る
方
向
で
県
と
の
交
渉
に
入
っ

た
が
、そ
の
移
設
費
用
の
問
題
が
決
着
し
な
か

っ
た
。そ
の
た
め
、
石
橋
を
復
元
で
き
る
よ
う

解
体
・
撤
去
し
、現
在
は
石
材
を
保
存
し
い
る

こ
と
を
、
河
村
会
員
は
報
告
し
た
。復
元
へ
向

け
た
手
だ
て
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

アーチ橋の斜架角

（
４
面
に
つ
づ
く
）

「斜架拱」（明治 32 年発行の解説文の一部を現代文
に改めた／広報部）
　斜架拱とは、鉄道や水路などの中心線に対し、斜め
に架設するアーチ橋の総称で、形状は半円あるいは欠
円、石材あるいはレンガを材料として建築したもので
ある。斜架拱は半円の筒を斜めに切断したような形
で、その切断面を正面から見ると楕円形に見える。

※緒言は、次の文で始まっている（原文）。
本書ハ「ジョージ・ワットソン・バック」氏ノ著ハセル
「ヲブリイク、ブリッヂ」ヲ基トシ「ニッコルソン」氏「ハ
ート」氏等ノ述ブルトコロノモノヲ参考トシテ譚述セ
シモノ…

A. 通常のアーチ橋
※路面の進行方向に対し
　直角となる組み方

B. 通常の斜橋
※路面の進行方向に対し
　直角にならない組み方

C. ねじりまんぽの斜橋
※路面の進行方向に対し
　直角となる組み方

福岡県田川郡香春町のJR日田彦山線の欅坂橋梁。右写真中央のレンガ
の積み方が、斜めになっている貴重な鉄道アーチ橋

「水天渕発電所
　　余水路2連橋」
鹿児島県霧島市
隼人町嘉例川
橋長6.7㍍、橋幅1.22㍍
径間（東）2.9㍍・（西）2.8㍍
拱矢各0.8㍍、環厚各30㌢
輪石各13列
1906（明治39)年頃架設

解体・撤去される前の平山橋（下流側）。石材に番号が振
られていた。（2012年3月8日、撮影／中村まさあき）

「西杉水流橋」
宮崎県県えびの市

大字杉水水流ー原田
橋幅5.0㍍、径間1.7㍍、拱矢0.9㍍

環厚43㌢、輪石9列
1892（明治25)年頃架設

90°

直角
でない

90°

進
行
方
向
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石
工
技
術
継
承
の
機
会
を 

下
田
氏

理
解
者
増
や
す
努
力
必
要 

甲
斐
氏

地
元
の
石
橋
保
護
を
支
援 

高
永
氏

　大会では上記のテーマで、シンポジウムが開催された。上塚尚孝・事務局
長が進行役を務め、下の4氏が、石橋保護の現状や課題、本会が推進してい
る若手石工技術者養成事業の今後のあり方などについて、それぞれの立場
から意見を述べた。以下にその要旨をまとめた。（広報部）

　
上
塚　

肥
後
種
山
石
工
技
術
継

承
講
座
で
は
、
下
田
さ
ん
は
実
習

場
に
も
よ
く
顔
を
見
せ
て
お
ら
れ

ま
し
た
ね
。

　
下
田　

私
が
出
演
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
の
番
組
で
、
講
座
の
こ
と

を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
、
現
場
を

見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。竹
部

光
春
・
師
匠
は
「
通
潤
橋
を
架
け

た
宇
市
さ
ん
も
丈
八
さ
ん
も
、
最

初
か
ら
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
懸
命
に
腕
を
磨

い
た
結
果
、
名
工
に
な
っ

た
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、

素
晴
ら
し
い
師
匠
の
下
で

学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た
わ

け
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

何
度
も
石
橋
を
架
け
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
腕
を
磨
け

る
は
ず
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
甲
斐　

講
座
は
本
会
と
し
て

も
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、石
橋
の

魅
力
を
広
め
、
そ
の
価
値
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
人
を
増
や
し
て
い

く
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ

う
し
た
活
動
の
中
で
、
も
し
国
へ

の
働
き
か
け
が
必
要
な
ら
、
私
も

協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
上
塚　

非
常
に
頼
も
し
い
お
言 技

術
者
育
成
へ
環
境
整
備 

増
永
氏

若
手
の
育
成
待
っ
た
な
し 

上
塚
氏

シンポジウム　日本の石橋を守る
～どのように守り、どのように育てていくのか～

上塚 尚孝（進行役／事務局長、東陽石匠館館長）
高永 文法（ゲスト／上益城地域振興局土木部長）　増永 慎一郎（ゲスト／熊本県議会議員）
甲斐 利幸（会長、山都町町長）　　　　　　　　下田 美鈴（会員、山都町立図書館館長）

葉
で
す
。私
た
ち
が
講
座
を
始
め

た
背
景
に
は
、
古
い
石
橋
の
修
復

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
ど
う
す
る

か
、
と
い
う
非
常
に
差
し
迫
っ
た

事
情
が
あ
り
ま
し
た
。九
州
に
は

全
国
の
石
橋
の
９
割
が
集
中
し
て

い
ま
す
が
、
竹
部
師
匠
も
現
役
を

引
退
さ
れ
、
若
手
の
育
成
が
待
っ

た
な
し
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

解
体
・
撤
去
さ
れ
た
後
、
復
元
が

決
ま
ら
な
い
石
橋
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
復
元
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
資
金
な
ど
の
問
題
が
解
決
で

き
な
い
で
お
り
ま
す
。

　
増
永　

国
は
森
林
の
利
活
用
を

目
的
と
し
て
、
公
共
建
築
物
へ
の

木
材
使
用
を
促
す
法
律
を
定
め
ま

し
た
。し
か
し
、木
材
を
自
在
に
扱

え
る
、
従
来
の
技
術
を
も
っ
た
大

工
の
育
成
は
な
か
な
か
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。石
橋
修
復
技
術
者
の
育

成
を
考
え
た
場
合
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
、
石
橋
の
文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
う
環
境

整
備
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
高
永　

熊
本
に
は
３
０
０
余

り
、
緑
川
流
域
に
は
約
80
の
石
橋

が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
「
石
橋

の
ふ
る
さ
と
」で
す
。中
に
は
、
地

元
の
方
々
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る

小
さ
な
石
橋
も
あ
り
ま
す
。橋
の

清
掃
や
案
内
板
の
設
置
な
ど
、
地

元
の
方
々
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
も
、
県
や
市
町
村
の
務
め
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
上
塚　

人
吉
市
の
球
磨

工
業
高
校
に
は
建
築
科
伝

統
建
築
コ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
山
都
町

の
矢
部
高
校
に
石
工
を
養

成
す
る
学
科
を
開
設
で
き

れ
ば
、
継
続
的
な
人
材
育

成
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
下
田　

私
は
、
技
術
者
を
育
て

ら
れ
な
い
国
の
未
来
は
危
う
い
と

思
い
ま
す
。実
習
で
受
講
者
の
皆

さ
ん
が
重
た
い
石
と
向
き
合
い
、

黙
々
と
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
姿

を
見
て
、
本
会
は
貴
重
な
技
術
者

を
育
て
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
上
塚　

九
州
の
建
築
・
土
木
関

連
の
研
究
者
や
技
術
者
が
中
心
に

な
り
、
石
橋
の
設
計
法
と
維
持
管

理
に
関
す
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。た
だ
、石
橋
が
集

中
す
る
九
州
の
こ
と
を
知
ら
ず

に
、
中
央
で
は
政
治
が
進
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
甲
斐　

私
が
町
長
を
務
め
る

山
都
町
で
は
、
観
光
客
の
目
に
付

く
と
こ
ろ
だ
け
で
も
、
本
物
の
石

材
を
使
っ
た
案
内
表
示
を
採
用
し

た
い
と
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。財
源
問
題
と
い
う
壁
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
国
へ
の
働
き
か

け
を
通
じ
、
九
州
の
石
橋
文
化
へ

の
理
解
者
を
増
や
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
高
永　

九
州
に
は
木
の
文
化
と

と
も
に
石
の
文
化
が
根
付
き
、
各

地
に
石
橋
が
造
ら
れ
ま
し
た
。皆

さ
ん
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な

く
、
本
物
を
求
め
る
気
持
ち
は
理

解
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
石
橋

を
愛
す
る
方
々
と
、
意
見
交
換
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
増
永
　
私
も
通
潤
橋
の
あ
る
矢

部
郷
に
育
ち
ま
し
た
。お
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
塚　

実
の
あ
る
お
話
に
感
心

し
、
今
後
に
期
待
し
た
い
気
持
ち

に
な
れ
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
の
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※敬称略

シンポジウムの様子。奥左から、上塚氏、増永氏、
高永氏、甲斐氏、下田氏
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副
会
長　

末
永 

暢
雄（
長
崎
県
）

　

長
崎
県
の
鹿
町
町
。海
岸
線
が
「
日
本
本
土

最
西
端
の
岬
」（
隣
の
小
佐
々
町
）へ
と
続
く
町

で
、
平
成
22
年
に
佐
世
保
市
と
合
併
し
た
。石

橋
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
私
は
こ
の
町
を
〝
特

徴
的
な
町
〞
と
し
て
紹
介
し
て
き
た
。

　

鹿
町
町
に
は
か
つ
て
、
３
基
の
石
橋
が
架
か

っ
て
い
た
が
、
現
存
す
る
の
は
１
基
だ
け
に
な

っ
た
。現
存
し
て
い
る
の
が「
中
野
橋
」。コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
「
宮
前
橋
」。そ

し
て
、解
体
・
撤
去
さ
れ
石
材
に
番
号
が
振
ら

れ
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
「
大
加
勢
橋
」

（
お
お
が
せ
ば
し
）で
あ
る
。石
橋
の
現
況
を
語

る
場
合
、①
現
存
②
消
失（
崩
壊
・
破
壊
）③
保

存
の
3
つ
に
分
類
で
き
る
が
、
こ
の
町
の
3
基

の
石
橋
が
、ま
さ
に
①
〜
③
に
該
当
す
る
。

文
化
財
指
定
が
解
除
に

　

大
加
勢
橋
は
１
９
２
６（
大
正
15
）年
、現
在

の
県
道
18
号
（
当
時
は
村
道
）
に
架
か
っ
て
い

た
。橋
の
案
内
板
に
よ
る
と
、「
実
法
院
芳
太
郎

氏
の
施
工
で
、
幅
３
・
７
㍍
、
長
さ
11
・
０
㍍

の
町
内
で
は
最
も
立
派
な
石
橋
」（
鹿
町
町
教

育
委
員
会
）で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、
昭
和
58
年
12

月
に
鹿
町
町
文
化
遺
産
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
12
年
に
な
る
と
、
県
道
改

修
の
た
め
、
大
加
勢
橋
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に

架
け
か
え
る
こ
と
に
な
り
、文
化
財
指
定
を
解

除
、
そ
し
て
解
体
・
撤
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
の
取
材
で
は
、地
域
の
方
が
こ
の
石
橋
を
大

変
惜
し
ま
れ
た
た
め
町
は
、代
替
地
に
架
け
替

え
る
（
移
設
・
保
存
）
と
説
明
し
て
い
た
そ
う

だ
。

　

し
か
し
、町
の
財
政
的
問
題
で
復
元
工
事
は

実
現
せ
ず
、石
材
は
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
隅

に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。そ
し
て
移
設
・

保
存
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ
た
た
め
、
つ
い
に

石
材
を
処
分
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

個
人
の
力
で
保
存
が
実
現

　

こ
の
状
況
を
憂
え
た
の
が
、
鹿
町
町
の「
潮

音
院
」
と
い
う
お
寺
の
ご
住
職
だ
っ
た
。ず
い

ぶ
ん
以
前
か
ら
町
お
こ
し
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、町
の
文
化
財
保
護
委
員

で
も
あ
る
。「
ふ
る
さ
と
か
ら
ま
た
一
つ
、
大
切

な
も
の
が
消
え
る
の
は
惜
し
い
。自
分
が
も
ら

い
受
け
て
保
存
し
た
い
」と
、
ご
住
職
は
町
に

申
し
出
ら
れ
た
。そ
し
て
平
成
19
年
8
月
、
寺

の
境
内
の
一
角
へ
の
大
加
勢
橋
の
移
設
・
復
元

が
実
現
し
た（
左
下
写
真
）。

　

石
材
に
は
番
号
が
振
っ
て
あ
り
、
解
体
・
撤

去
の
折
に
使
わ
れ
た
鉄
製
の
支
保
工
も
残
っ

て
い
た
の
で
、移
設
・
復
元
が
で
き
た
の
で
あ

る
。ご
住
職
は
「
石
橋
を
ど
の
よ
う
に
復
元
し

た
ら
い
い
の
か
、ま
た
移
設
の
方
法
は
適
切
な

の
か
、大
変
悩
ん
だ
。し
か
し
自
分
と
し
て
は
、

と
に
か
く
ふ
る
さ
と
の
大
事
な
遺
産
を
残
す

こ
と
だ
け
を
考
え
た
」
と
胸
中
を
語
ら
れ
た
。

こ
の
移
設
・
復
元
の
件
に
つ
い
て
、
鹿
町
町
教

育
委
員
会
は
全
く
の
ノ
ー
タ
ッ
チ
だ
っ
た
そ
う

だ
。も
ち
ろ
ん
お
金
の
面
で
も
。

複
雑
な
思
い
も
よ
ぎ
る

　

さ
て
、
こ
う
し
た
石
橋
の
保
存
の
あ
り
方

に
、
違
和
感
を
覚
え
る
方
は
多
い
と
思
わ
れ

る
。私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。そ
れ
は
ア
ー
チ

の
持
つ
力
学
的
な
強
さ
が
復
元
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。た
と
え
原
野
に
復
元
さ
れ
た

に
し
て
も
、「
ア
ー
チ
」は
虹
の
よ
う
に
宙
を
つ

な
い
で
ほ
し
い
。

　

私
も
こ
の
橋
は
何
と
か
復
元
し
た
い
と
、い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
声
に
出
し
て
き
た
が
、何
も

で
き
な
い
ま
ま
、気
が
付
い
た
ら
お
寺
の
境
内

に
移
設
・
復
元
が
な
さ
れ
て
い
た
。「
末
永
さ

ん
を
も
う
少
し
早
く
知
っ
て
お
れ
ば
…
」
と
ご

住
職
は
語
ら
れ
た
が
、
私
の
方
こ
そ
、
こ
ん
な

方
が
お
ら
れ
た
こ
と
を
も
う
少
し
早
く
知
り
、

で
き
れ
ば
移
設
の
場
所
の
選
定
や
復
元
の
方

法
な
ど
、一
緒
に
研
究
し
た
か
っ
た
、と
悔
や
ま

れ
る
。

文
化
財
保
存
活
動
に
感
謝

　

だ
が
考
え
て
み
る
と
、先
人
が
残
し
た
す
ば

ら
し
い
文
化
財
は
、
何
と
か
残
っ
た
。石
材
が

た
だ
の
石
こ
ろ
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。ご
住
職
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
、
感

謝
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、再
び
復
元
さ
れ
た
橋

の
前
に
立
っ
て
み
た
。潮
音
院
の
境
内
で
は
上

流
と
下
流
、
両
側
の
ア
ー
チ
が
同
時
に
見
ら
れ

る
、こ
ん
な
復
元
も
あ
っ
て
い
い
か
な
、と
思
い

な
が
ら
…
。

大
加
勢
橋
の
移
設
・
保
存

長崎県佐世保市鹿町町の潮音院に移設・保存された大加勢橋
写真提供／末永 暢雄

大加勢橋復元工事の様子　写真提供／潮音院
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地
震
に「
強
い
」

　
　
　

め
が
ね
橋
と
は
…

　
今
回
は
、め
が
ね
橋
の
耐
震

性
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。め
が
ね
橋
は
石
材
を
積
ん

だ
だ
け
の
柔
軟
な
構
造
で
あ

る
た
め
、
地
震
に
強
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
っ
た
ん
崩
壊
す

れ
ば
人
身
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、ど

ん
な
橋
な
ら
圧
縮
力
が
緩
み

に
く
く
、
耐
震
性
能
が
高
い
の

か
を
、
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

（
１
）「
強
固
な
基
礎
」

　
　
　
　
　

を
も
つ
橋

　
霊
台
橋
は
、緑
川
中
流
の
船

津
峡
を
ま
た
ぐ
橋
で
す
。ア
ー

チ
は
両
岸
と
も
に
と
て
も
固

い
岩
盤
を
基
礎
と
し
て
い
る

の
で
、輪
石
が
緩
む
危
険
性
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
西
田
橋
が
架
か
っ
て
い
た

鹿
児
島
の
甲
突
川
の
基
礎
部

は
、
岩
盤
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
か
わ
り
に
巨
石
を
敷
き

詰
め
、
強
固
な
基
礎
を
造
っ
て

ア
ー
チ
を
載
せ
て
い
た
こ
と

が
、解
体
・
移
設
を
す
る
際
に

確
認
さ
れ
ま
し
た
。さ
す
が
に

名
人
、岩
永
三
五
郎
の
仕
事
で

す
。現
場
条
件
に
あ
わ
せ
た
す

ば
ら
し
い
工
夫
だ
と
思
い
ま

す
。

（
２
）「
輪
石
の
締
付
」

　
　
　
　
　

が
強
い
橋

　
馬
門
橋
は
、
輪
石
上
の
厚
い

盛
土
に
よ
っ
て
、
外
部
か
ら
輪

石
が
強
く
締
め
付
け
ら
れ
て

お
り
、安
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
静
岡
県
浜
松
市
の
方

広
寺
五
百
羅
漢
橋
は
、輪
石
だ

け
で
で
き
た
と
て
も
シ
ン
プ

ル
で
面
白
い
め
が
ね
橋
で
す
。

し
か
し
、輪
石
を
締
め
付
け
る

外
力
が
小
さ
い
た
め
、地
震
時

や
重
い
も
の
が
載
っ
た
場
合
に

は
ア
ー
チ
が
崩
壊
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

（
３
）「
輪
石
が
接
着
」

　
　
　
　
　

さ
れ
た
橋

　
石
同
士
の
接
着
力
を
高
め

る
こ
と
は
、耐
震
対
策
と
し
て

も
有
効
で
す
。長
崎
眼
鏡
橋
の

漆
喰
に
よ
る
輪
石
や
壁
石
の

目
地
の
補
強
、諫
早
眼
鏡
橋
や

中
国
・
安
済
橋
の
鉄
片（
だ
ぼ

鉄
）を
用
い
た
輪
石
同
士
の
連

結
な
ど
が
こ
の
事
例
で
す
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　

　
石
橋
を
訪
ね
る
と
き
に
は
、

誰
も
が
一
度
に
い
く
つ
か
の
石

橋
を
訪
ね
る
。橋
と
橋
と
の
間

は
、車
で
移
動
す
る
の
が
一
般
的

だ
と
思
う
。地
元
の
人
か
ら
、

「
昔
の
人
は
、
石
橋
が
で
き
て
大

変
喜
ん
だ
よ
う
だ
」
と
の
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
代

で
は
そ
の
喜
び
に
共
感
で
き
る
人
は
少
な
い

だ
ろ
う
。自
家
用
車
が
普
及
し
、
エ
ア
コ
ン
付

き
の
車
で
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
夏
で
も
冬

で
も
、
台
風
や
洪
水
で
も
な
い
限
り
、
目
的
地

に
簡
単
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
。荷
物
の
多
少

に
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。「
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の

ガ
イ
ド
を
し
な
が
ら
、私
は
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
る
。

　
小
筵
橋
か
ら
、
二
俣
橋
を
通
り
、
馬
門
橋
ま

で
旧
道
を
選
ん
で
歩
い
て
み
た
。起
伏
は
あ
る

も
の
の
舗
装
さ
れ
、
歩
き
や
す
い
と
い
え
ば
歩

め
が
ね
橋
の
構
造
と
強
さ
[2]

　
　
　
　
会
員
　
軸
丸 

英
顕（
熊
本
県
）

石
橋
と
石
橋
を
つ
な
ぐ
フ
ッ
ト
パ
ス

  

会
員
　
井
澤
る
り
子（
熊
本
県
）

霊台橋（熊本県・美里町）

西田橋（鹿児島市・石橋記念館） 馬門橋（熊本県・美里町）

写
真
提
供

中
村
ま
さ
あ
き

き
や
す
い
。歩
い
て
い
く
と
、道
祖
神
、
馬
頭
観

音
、猿
田
彦
碑
、六
地
蔵
な
ど
が
目
に
留
ま
り
、

途
中
に
は
佐
俣
阿
蘇
神
社
が
あ
る
。道
端
の
山

野
草
を
見
れ
ば
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
ヨ
モ
ギ
、

ヒ
キ
オ
コ
シ
な
ど
薬
草
に
な
る
物
も
多
い
。

　
石
橋
が
架
け
ら
れ
た
昔
は
、牛
や
馬
を
使
え

る
人
は
限
ら
れ
て
い
た
。頼
り
に
な
る
の
は
、

自
分
の
足
だ
け
。病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
、
天

候
や
気
候
に
恵
ま
れ
る
よ
う
願
っ
た
だ
ろ
う
。

人
間
も
自
然
の
中
の
一
員
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
だ
。日
差
し
が
強
け
れ
ば
木
陰
が
恋

し
い
し
、
喉
が
乾
け
ば
水

も
欲
し
く
な
る
。大
樹
の

下
に
祠
（
ほ
こ
ら
）
が
あ

り
、
神
社
の
境
内
に
は
水

場
も
あ
る
。昔
の
人
は
そ

こ
で
自
由
に
休
息
を
取
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
田
舎
で
は
、
田
舎
の
時

の
流
れ
に
合
わ
せ
、
ゆ
っ

く
り
と
歩
く
こ
と
が
一
番
。坂
を
下
れ
ば
上
り

が
あ
り
、
不
意
に
視
界
が
開
け
る
。都
会
で
は

味
わ
え
な
い
気
分
。心
が
ゆ
っ
く
り
と
満
た
さ

れ
て
い
く
の
が
分
か
る
。棚
田
が
開
け
、
季
節

に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る
里
山
の
風
景
に
は
、

住
民
が
営
々
と
築
き
上
げ
た
営
み
が
あ
る
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
で
、

交
流
が
生
ま
れ
、
会
話
の
中
の
感
動
に
よ
り
、

地
域
の
人
も
石
橋
を
含
め
た
地
元
の
魅
力
を

再
認
識
し
、
保
存
活
用
に
つ
な
げ
て
い
る
。美

里
フ
ッ
ト
パ
ス
の
効
用
は
大
き
い
。　

　
熊
本
県
の
美
里
町
で
は
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
「
地
域

に
昔
か
ら
あ
る
〝
あ
り
の
ま
ま
〞
の
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
」、
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
健

康
レ
ジ
ャ
ー
。石
橋
が
点
在
す
る
美
里
町
は
、

里
山
の
風
景
を
楽
し
め
る
フ
ッ
ト
パ
ス
の
コ

ー
ス
を
複
数
設
定
し
て
い
る
。地
元
で
ガ
イ
ド

を
務
め
る
井
澤
る
り
子
さ
ん
に
随
想
文
を
寄

せ
て
も
ら
っ
た
。（
広
報
部
）

二俣橋で手でハート型をつくる参加者
写真提供／井澤るり子
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「
支
保
工
は
使
っ
た
後
、
燃
や
す
と
で
す
か
」

と
い
う
質
問
が
出
た
。熊
本
市
南
区
富
合
町
古

閑
に
お
住
ま
い
の
一
行
が
東
陽
石
匠
館
に
来
館

さ
れ
、
私
の
架
設
工
程
説
明
を
聞
い
た
後
の
こ

と
だ
っ
た
。「
燃
や
し
た
と
い
う
記
録
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
支
保
工
の
廃
材
を
活
用
し

て
、
お
寺
の
御
堂
を
造
っ
た
話
な
ら
知
っ
て
い

ま
す
よ
」と
前
置
き
し
、
私
は
50
年
以
上
も
前

に
聞
い
た
こ
と
を
語
り
始
め
た
。

　

昭
和
30
年
、
私
は
東
砥
用（
現
在
は
熊
本
県

下
益
城
郡
美
里
町
）の
Ｓ
さ
ん
宅
に
下
宿
し
て

い
た
。年
の
暮
れ
に
川
尻
町
の
寺
か
ら
お
取
り

越
し
の
僧
が
見
え
、「
私
が
預
か
っ
て
い
る
寺

の
御
堂
は
、
霊
台
橋
を
造
っ
た
と
き
の
支
え
の

木
材
で
建
て
て
あ
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。川

尻
と
東
砥
用
は
約
25
㌔
離
れ
て
お
り
、檀
那
寺

と
門
徒
の
家
に
し
て
は
遠
過
ぎ
る
。そ
の
理
由

を
尋
ね
る
と
、
川
尻
の
寺
は
以
前
、
甲
佐
町
仁

田
子
（
に
た
ご
）
に
あ
っ
た
そ
う
だ
。そ
こ
な
ら

霊
台
橋
か
ら
の
距
離
は
約
8
㌔
。そ
の
距
離
な

ら
と
、う
な
ず
け
た
。

　

Ｓ
さ
ん
の
先
祖
は
霊
台
橋
を
設
計
し
た
伴

七
（
は
ん
し
ち
）
だ
っ
た
。甲
佐
か
ら
川
尻
へ
移

転
し
た
寺
の
建
立
は
１
８
５
４（
安
政
元
）年
。

霊
台
橋
（
１
８
４
７
年
架
橋
）
の
支
保
工
の
廃

材
は
、
寺
の
建
立
前
に
再
利
用
の
話
が
成
立

し
、
筏（
い
か
だ
）に
組
ん
で
緑
川
を
下
り
、
川

尻
町
大
渡
（
お
お

わ
た
り
）
の
水
路

に
保
管
し
て
あ
っ

た
よ
う
だ
（
伴
七

の
日
記
よ
り
）。私

が
そ
の
寺
の
名
を

「
金
仙
山
正
行
寺
」

と
話
す
と
、
世
話

役
ら
し
き
方
が

「
私
ど
も
の
集
落

の
中
で
20
軒
ほ
ど

が
、
そ
の
寺
の
門

徒
で
す
」
と
お
っ
し

ゃ
る
。道
理
で
話
の

聞
き
方
が
熱
心
だ

っ
た
。

　
「
余
談
に
な
り
ま
す
が
…
」
と
私
は
話
を
続

け
た
。「
昭
和
20
年
に
緑
川
鉄
橋
を
狙
っ
た
米

軍
機
の
機
銃
掃
射
が
外
れ
、御
堂
の
屋
根
に
当

た
っ
た
た
め
、
天
井
に
雨
漏
り
の
後
が
見
ら
れ

ま
す
。お
寺
参
り
の
折
り
に
ご
覧
く
だ
さ
い
」。

す
る
と
前
列
の
方
が
、「
改
修
し
た
け
ん
、天
井

板
は
全
部
、
新
し
ゅ
う
な
っ
と
り
ま
す
」「
各
戸

霊
台
橋
支
保
工
後
日
譚

あ
と
の
お
た
の
し
み

た
ん

５
万
円
寄
付
し
ま
し
た
」
と
説
明
さ
れ
た
。私

は
「
そ
れ
な
ら
霊
台
橋
の
支
保
工
材
は
、
や
っ

ぱ
り
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
」
と

話
し
た
。

（
２
０
１
２
年
５
月
６
日
）

　

宇
土
半
島
南
岸
の
古
い
港
町
、
松
合（
熊
本

県
宇
城
市
不
知
火
町
）に
、
か
つ
て
は
目
鑑
橋

が
４
基
あ
っ
た
。そ
の
う
ち
の
１
基
は
、
１
９

９
９
年
の
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
後
に
解
体

さ
れ
た
。１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
に
架
設
さ

れ
、
橋
の
名
は
「
須
ノ
前
橋
」（
す
の
ま
え
は

し
）と
い
う
。

　

こ
の
橋
を
復
元
す
る
計
画
が
進
行
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
宇
城
市
の
担
当
者
と
と

も
に
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
中
村
秀
樹
さ

ん
（
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
会
員
）
が
東
陽
石

匠
館
へ
来
館
さ
れ
た
。

　

復
元
計
画
の
図
面
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

河
川
改
修
工
事
で
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る

が
、
以
前
の
架
設
位
置
に
基
礎
石
を
高
く
し

て
復
元
し
、安
全
対
策
の
た
め
ア
ー
チ
上
に
は

勾
欄（
こ
う
ら
ん
）が
新
設
さ
れ
る
そ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
し
て
、
来
館
さ
れ

た
中
村
さ
ん
か
ら
勾
欄
の
デ
ザ
イ
ン
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。私
は
即
座

に
、
橋
本
家
文
書
類
の
中
に
あ
っ
た
束
柱
（
つ

か
は
し
ら
）の
デ
ザ
イ
ン
を
思
い
出
し
、
ケ
ン

ト
紙
に
同
サ
イ
ズ
に
作
成
し
て
い
た
勘
五
郎

考
案
の
型
紙
を
「
よ
か
っ
た
ら
、
こ
れ
を
お
使

い
く
だ
さ
い
」と
差
し
出
し
、「
勘
五
郎
さ
ん
は

弟
の
甚
平
さ
ん
と
松
合
に
仕
事
に
行
っ
て
い

た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。当
地
の
郷
土
史

家
、嶋
谷
力
夫
さ
ん
も
そ
の
こ
と
を
ご
存
知
で

す
」
と
伝
え
た
。私
の
話
を
聞
い
た
中
村
さ
ん

は
悩
み
の
一
つ
が
解
消
で
き
た
と
喜
ん
で
く

だ
さ
っ
た
。

　

桜
が
散
り
始
め
た
こ
ろ
、
中
村
さ
ん
は
再

度
、
石
匠
館
に
見
え
ら
れ
た
。今
回
は
親
柱
の

件
だ
っ
た
。「
不
知
火
町
（
熊
本
県
宇
城
市
）
に

は
、炎
の
よ
う
な
不
知
火
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
町

章
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
親
柱
の
上
に
擬
宝

珠
（
ぎ
ぼ
し
）
代
わ
り
に
載
せ
ら
れ
た
ら
ど
う

で
す
か
」
と
提
案
し
、
ア
イ
デ
ア
・
ス
ケ
ッ
チ

を
描
い
て
示
し
た
。

　

今
年
中
に
復
元
工
事
が
完
了
す
れ
ば
、渡
り

初
め
の
折
り
に
本
体
を
眺
め
、勾
欄
に
触
れ
る

楽
し
み
が
待
っ
て
い
る
。

（
２
０
１
２
年
４
月
13
日
）

橋本勘五郎考案の束柱を型紙にしたもの

下
か
ら
仰
ぎ
見
た
巨
大
な
霊
台
橋
の
ア
ー
チ

写
真
提
供
／
上
塚 

尚
孝
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藩
政
期
の
肥
後
に
は
、熊
本
城
内
を
起
点
に

九
州
各
地
へ
向
か
う
四
筋
の
街
道
が
延
び
て

い
た
。北
の
豊
前
・
小
倉
へ
向
か
う
豊
前
街
道
。

南
の
薩
摩
・
鹿
児
島
へ
向
か
う
薩
摩
街
道
。東

へ
向
か
う
街
道
は
二
筋
あ
り
、
一
筋
は
豊
後
・

鶴
崎
の
港
へ
向
か
う
豊
後
街
道
、
も
う
一
筋
は

日
向
・
延
岡
へ
向
か
う
日
向
往
還
（
※
お
う
か

ん
）。道
沿
い
に
は
石
橋
や
石
畳
な
ど
が
点
在

し
、宿
場
町
の
面
影
を
残
す
ま
ち
並
み
に
も
出

会
え
る
。

　

そ
う
し
た
歴
史
・
文
化
遺
産
を
顕
彰
・
保

存
し
、今
後
の
地
域
の
発
展
に
役
立
て
よ
う
と

５
年
前
、
熊
本
四
街
道
連
絡
協
議
会
が
発
足
。
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

第
33
回
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
石
橋

修
復
技
術
者
を
育
て
る
仕
組
み
、
事
業
に
必
要

な
資
金
、
石
橋
を
文
化
財
と
考
え
る
理
解
者
を

増
や
す
努
力
な
ど
が
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、
熊
本
・
美
里
町
の
フ
ッ

ト
パ
ス
事
業
や
熊
本
四
街
道
連
絡
協
議
会
の

よ
う
に
、
石
橋
を
含
む
地
元
の
歴
史
・
文
化
遺

産
を
資
源
に
〝
地
域
お
こ
し
〞
を
図
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
あ
り
、
首
都
圏
で
は
常
磐

橋
（
東
京
都
）
の
保
存
に
危
機
感
を
抱
く
人
た

ち
が
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
橋
の
あ
る
景
観
や
地
元
の
文
化
を
大
切

に
す
る
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
心
情
に
寄
り
添

う
こ
と
が
で
き
る
会
報
内
容
に
で
き
れ
ば
…
、

と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

街
道
に
架
か
る
石
橋

今
年
は
３
月
17
日
に
熊
本
・
山
都
町
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、甲
斐
利
幸
・
山
都
町

長
（
会
長
）
が
出
席
。東
陽
石
匠
館
の
上
塚
尚

孝
・
館
長（
事
務
局
長
）の「
日
向
往
還
沿
線
の

石
造
目
鑑
橋
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

熊
本
城
下
か
ら
日
向
と
の
国
境
ま
で
、往
還

沿
い
に
は
13
の
石
橋
が
点
在
す
る
。橋
本
勘
五

郎
が
架
け
た「
明
八
橋
」（
熊
本
市
中
央
区
、
１

８
７
５
年
）、
輪
石

を
つ
な
ぐ
ダ
ボ
石

が
特
徴
的
な
「
門

前
川
橋
」（
御
船

町
、
１
８
０
８

年
）、
林
田
能
寛
が

私
財
を
投
じ
た

俳
優
、榎
木
孝
明・画
集

石
橋
を
探
し

ナイ
ル
川
源
流
への
旅

「
八
勢
目
鑑
橋
」（
御
船
町
、
１
８
５
５
年
）、
岩

永
三
五
郎
が
架
け
た「
聖
橋
」（
山
都
町
、
１
８

３
２
年
）│
な
ど
、
上
塚
館
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の

石
橋
に
ま
つ
わ
る
史
実
を
披
露
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
は
、
熊
本
大
学
の
山

尾
敏
孝
・
教
授（
会
員
）が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
、四
街
道
で
の
〝
地
域
お
こ
し
〞
の
事

例
も
発
表
さ
れ
た
。ち
な
み
に
同
協
議
会
の
事

務
局
長
は
中
村
秀
樹
・
会
員
。

　

ま
た
同
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
が
、か

つ
て
の
往
還
を
歩
く
「
日
向
往
還
歴
史
ウ
ォ
ー

ク
」
も
開
催
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

石
橋
を
街
道
と
い
う
視
点
で
見
つ
め
て
み
る
、

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。（
広
報
部
）

※
往
還
も
街
道
も
藩
政
期
の
主
要
な
道
路
だ
っ
た
が
、
藩

主
が
通
る
参
勤
交
代
の
道
を
街
道
と
呼
び
区
別
し
て
い
た

　

エ
ジ
プ
ト
か
ら
ナ
イ
ル
川
を
さ

か
の
ぼ
る
と
、
隣
国
の
ス
ー
ダ
ン
で

川
は
、
白
ナ
イ
ル
と
青
ナ
イ
ル
に
分

か
れ
る
。俳
優
の
榎
木
孝
明
さ
ん

は
、
青
ナ
イ
ル
の
源
流
に
向
か
う
旅

の
途
中
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
３
つ
の
石

橋
と
出
会
っ
た
。現
地
で
「
壊
れ
た

橋
」と
呼
ば
れ
る
石
橋
は
、
３
０
０

年
ほ
ど
前
に
架
け
ら
れ
た
と
い
わ

れ
る
。ど
こ
か
ら
技
術
が
伝
わ
り
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
架
け
た
の
か
…
、

興
味
は
尽
き
な
い
。（
水
彩
画
）

　

榎
木
孝
明
さ
ん
の
ナ
イ

ル
川
を
さ
か
の
ぼ
る
旅

は
、
約
５
０
０
０
㌔
に
及

ん
だ
（
昨
年
12
月
24
日
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
ワ
ン

ダ
ー
×
ワ
ン
ダ
ー
」
で
放

送
）。下
は
そ
の
旅
で
、
榎

木
さ
ん
が
描
い
た
風
景
を

収
め
た
画
集
。エ
ジ
プ
ト
編
と
エ
チ
オ
ピ
ア
編

の
２
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
現
地
の
風
景
が

水
彩
画
で
描
か
れ
て
い
る
。エ
チ
オ
ピ
ア
編
で

は
、3
つ
の
石
橋
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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石
橋
の
あ
る
風
景
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画集「浪漫旅」 ビジョン企画出版社より

日向往還に架かる八勢目鑑橋
に続く石段と石畳
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